
1

寺田 昌弘

SACRA・宇宙学際研究グループ

宇宙医学：
宇宙滞在時における生理学・医学的観点からの考察
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宇宙医学とは？

宇宙滞在中に生じる人体への影響に関する研究

• これまでの宇宙滞在は２週間から６ヶ月程度
• 今後は月面ミッションや火星ミッションに向けて
• 宇宙飛行士だけでなく一般人も宇宙に行く時代

◆ より長期的なスパンで宇宙環境の影響を研究する必要あり
◆ 常に宇宙での健康管理が厳格にできない可能性あり

今後は宇宙医学が重要になる！！！！



民間人の宇宙滞在が進行中

©️読売新聞オンライン

©️TXNニュース（テレビ東京）

©️Space X Twitter

世界の動向：
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ESAは、2021年の宇宙飛行士募集（ESA 
Astronaut Selection 2021-2022）で、
ハンディキャップを持った方々から宇宙
飛行士を選抜しようと募集を行った。
287名のハンディキャップを持った方か
ら応募があった。

European Space Agency announces first 
‘parastronaut’

The ESA's new class of astronauts includes (from 
left) reservist Meganne Christian, John McFall and 
Rosemary Coogan. McFall, a British medic, will 
become the first astronaut with a physical 
disability.



「与圧ローバによる月面探査に関する文部科学省
と米航空宇宙局の実施取決め」への署名

2024年4月10日（日本時間）、盛山正仁文部科学大臣とビル・
ネルソンNASA長官との間で、「与圧ローバを使用した月面探査に
関するアメリカ合衆国航空宇宙局と文部科学省の間の実施取決
め」が署名されました。

本実施取決めでは日本は有人与圧ローバーの提供の役割を担い
ます。また、日本人宇宙飛行士2名の月面活動機会が規定されてい
ます。

© JAXA



将来、宇宙医学に求められること

➢ 宇宙飛行士の健康管理、医学管理、勤務環境管理など

➢ 基礎研究として、宇宙医学研究を地上の医学に還元・応用する

➢ 一般の方が宇宙滞在する際の医療検査、診療、診断技術の確立

ニッチな分野である
宇宙医学

一般の方にも身近な
宇宙医学



概要・目的：
人類の宇宙進出は、特に技術的発展に伴って益々活況となっている。人の宇宙滞在もスペースシャトルから国際宇宙ステー
ションに宇宙プログラムが移行して、益々長期化し、今後は月面ミッションや火星ミッションなどで数年単位の滞在も現実
のものになっている。しかし、地球環境に適応して進化した我々人が、宇宙環境に滞在した際にどのような影響があるのか
はすべて解明されているわけではない。そのため本講義では、今後の有人宇宙活動に向けて、人への宇宙滞在の影響がどの
ようなものであるかを学び、将来的にその対策方法の解明に従事する人材育成を目的とする。

有人宇宙医学講義 対象学生：大学院生、学部生（聴講可）
曜日限：水曜日4限
場所：京都大学総合生存学館大講義室（２F）

2024年度の実施内容：
【第1回】 10月2日 宇宙医学概要（寺田昌弘：京都大学）
【第2回】 10月9日 宇宙での骨格筋への影響①（志波直人：久留米大）
【第3回】 10月16日 宇宙での骨への影響（近藤久貴：愛知学院大）
【第4回】 10月23日 宇宙酔い（野村泰之：日大）
【第5回】 10月30日 宇宙飛行とリハビリテーション（山田深：杏林大学）
【第6回】 11月6日 宇宙での歯科分野への対応（前田初彦：愛知学院大）
【第7回】 11月13日 フライトサージャンの役割（嶋田和人：筑波航研、元JAXA医師）
【第8回】 11月27日 宇宙での自律神経系への影響（岩瀬敏：愛知医大）
【第9回】 12月4日 宇宙放射線の影響①（山敷庸亮：京都大学）
【第10回】 12月11日 宇宙放射線の影響②（山敷庸亮：京都大学）
【第11回】 12月18日 宇宙での姿勢制御（萩生翔大：京都大学）
【第12回】 12月25日 宇宙服と減圧症（田中邦彦：岐阜医療科学大）
【第13回】 1月8日 宇宙での動物実験（高橋昭久：群馬大）
【第14回】 1月22日 宇宙での骨格筋への影響②（河野史倫：松本大）



模擬微小重力暴露実験の実施

会場： 岐阜医療科学大学 看護学科

ベッドレスト実験は、被験者が6度頭低位に長期間臥床することにより、宇宙滞在で生じる筋骨の脆弱、体液シフト変化、
神経系・循環器系への影響を模擬し、宇宙滞在中の人体影響を総合的に学ぶ機会となる。

© かがみがはら航空宇宙博物館
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人工遠心装置＠岐阜医療科学大学



➢ 代表研究者らは過去の宇宙実験*1で、宇宙飛行士の宇宙長期滞在
の後において、大まかな歩行動作に顕著な変化はないが、筋シ
ナジー*2などの複雑な内部メカニズムは、帰還３ヶ月後でも十分
に回復していないことを観察している。

*1：Synergy（2011年度きぼう第2期追加募集テーマ)
*2：いくつかの筋がまとまりとなって同時に活動する筋活動パターン

。

本研究の最終的な目的は、長期間の微小重力環境滞在によ
って宇宙環境に適応した身体が、地上帰還時の重力環境下
でどの様に対応し、また、どの様に地上環境に再適応していく
のかの過程を詳細に解明することである。

➢ 今回、姿勢動揺/歩行の変化間の関係性観察、帰還後３ヶ月以上

のデータ取得、骨格筋ごとの血流測定を追加し、地上への再適応
過程とメカニズムをより詳細に解析し、解明する。

➢ 宇宙飛行士の効果的なリハビリテーション法の提案、および、地
上の高齢者・身体障害者のモデルとして貢献する。

背景、目的

⚫ 宇宙飛行士の体性感覚の再適応メカニズムの解明

特定の動作に関わる骨格筋の制御機構を解明することができる。

⚫ 宇宙飛行士の帰還後リハビリテーションの効率化へ貢献

再適応メカニズムの解明により、軌道上トレーニング方法の提案の可能性や、
帰還後リハビリテーションの更なる効率化が期待される。

⚫ 高齢者＆身体障害者のリハビリテーション開発への貢献

高齢者や身体障害者のモデルとして解釈し、一般のリハビリテーション法の
開発への貢献が期待できる。

～筋シナジー2 –宇宙から帰還後の複数の骨格筋による協働様式の変化によって
多様な運動・体性感覚の再適応過程を解明する～

成果の活用、目指すビジョン

研究概要

一般募集区分
生命医科学分野

✓ 宇宙飛行士の体性感覚の再
適応メカニズムの解明、お
よび帰還後の効率的なリハ
ビリテーションへ貢献

✓ 高齢者＆身体障害者のリハ
ビリテーション開発への貢
献
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測定の様子＠NASA JSC

人間・環境学研究科
神崎素樹 先生
萩生翔大 先生
森山真衣 先生
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宇宙医学セミナーの開催



Thank you for your attentions.
宇宙医学HP

寺田昌弘：
terada.masahiro.2m@kyoto-u.a.jp
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